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能
楽
技
法
研
究
会
の
こ
と

羽
田

私
が
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
芸
能
部
に
勤
務
し
た
の
は
、

九
七
六
年
(
昭
和
五
こ
四
月
か
ら
二

0
0
0
年
(
平
成
十
二
)

三
月
ま
で
の
二
十
四
年
間
で
あ
っ
た
。
そ
の
直
前
、
非
常
勤
調
査

員
で
あ
っ
た
一
年
間
を
足
す
と
、
ち
ょ
う
ど
四
半
世
紀
、
一
二
十
五

歳
か
ら
六
O
歳
ま
で
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
ま
た
、
あ
っ

と
い
う
問
。
「
少
年
」
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
ま
さ
に
「
老

い
易
く
学
成
り
難
」
い
年
月
で
し
た
ね
え
O
i
-
-
-
ま
、
そ
ん
な
感

慨
に
ふ
け
っ
て
も
し
か
た
が
な
い
。
能
楽
技
法
研
究
会
の
こ
と
を
、

思
い
出
話
ふ
う
に
綴
っ
て
み
る
。

能
楽
技
法
研
究
会
発
足
の
経
緯
や
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
『
能
の

曜
子
事
』
(
一
九
九
O

音
楽
之
友
社
)
の
解
題
で
小
林
責
氏
が

く
わ
し
く
書
い
て
下
さ
っ
て
い
る
の
で
繰
り
返
さ
な
い
が
、
要
す

る
に
、
当
時
音
楽
舞
踊
研
究
室
長
だ
っ
た
横
道
高
里
雄
先
生
が
、

十
数
名
の
会
員
(
生
徒
)
対
象
に
、
能
楽
技
法
の
実
際
面
(
謡
、

曜
子
、
所
作
の
実
技
)
を
教
授
し
、
そ
の
構
造
を
把
握
す
べ
く
講

義
し
、
コ
一
年
間
か
け
て
指
導
し
て
下
さ
っ
た
研
究
会
で
あ
る
。

現

部
で
は
、
わ
か
り
や
す
く
横
道
塾
と
通
称
(
わ
れ
わ
れ
生
徒
は
必

ず
し
も
そ
う
い
う
呼
ば
れ
方
を
好
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
が
)
さ
れ

て
い
た
。
一
九
六
七
年
(
昭
和
四
二
)

の
手
帳
を
見
る
と
、

五
月
十
日

(
水
)
の
欄
に
「
四
時

文
化
財
研
究
所
」
と
書
い
て
あ
る
。

た
ま
た
ま
そ
の
年
の
、
日
付
は
覚
え
て
い
な
い
が
、
四
月
だ
っ

た
と
思
う
。
私
は
、
当
時
取
っ
て
い
た
毎
日
新
聞
の
夕
刊
に
、
東

京
国
立
文
化
財
研
究
所
芸
能
部
の
こ
と
が
大
き
く
載
っ
た
の
を
読

ん
で
い
た
。
国
立
の
機
関
な
の
に
、
こ
ん
な
に
も
狭
く
て
汚
い
建

物
で
日
本
の
伝
統
芸
能
が
研
究
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
、
写
真
入
り

で
、
芸
能
部
に
同
情
的
な
、
そ
し
て
文
化
芸
術
行
政
に
対
し
て
批

判
的
な
記
事
だ
っ
た
。
「
あ
あ
、
こ
こ
な
の
か
」
と
思
っ
た
の
を

覚
え
て
い
る
。

何
が
「
こ
こ
な
の
か
」
と
い
う
と
、

一
九
六
七
年
五
月
十
日
の

午
後
四
時
、
私
は
そ
の
木
造
平
屋
建
て
の
芸
能
部
を
初
め
て
訪
れ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
日
、
能
楽
技
法
研
究
会
最
初
の
集
い
が
あ
り
、

横
道
先
生
が
全
体
的
な
ご
説
明
、
講
義
方
針
を
お
話
し
に
な
り
、

わ
れ
わ
れ
は
自
己
紹
介
を
し
、
次
週
十
七
日
か
ら
授
業
が
始
ま
つ

た
の
だ
っ
た
。



* 

E
う
い
う
教
え
を
受
け
た
か
、
ほ
ん
の
一
端
を
紹
介
し
よ
う
。

授
業
は
毎
週
水
曜
日
、
午
後
四
時
か
ら
九
時
ま
で
。
こ
れ
は
三

年
間
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
続
い
た
。
最
初
の
う
ち
、
四
時
か
ら
六
時

ま
で
の
二
時
間
は
、
観
世
・
宝
生
・
喜
多
三
流
の
「
田
村
」
の
謡

本
を
テ
キ
ス
ト
に
、
実
際
に
謡
を
謡
い
な
が
ら
(
正
確
に
言
え
ば
、

先
生
が
ま
ず
謡
い
、
わ
れ
わ
れ
に
も
謡
わ
せ
な
が
ら
)
、
旋
律
と

拍
子
に
つ
い
て
、
各
流
の
記
譜
法
に
つ
い
て
、
そ
し
て
小
段
構
成

と
能
本
の
劇
構
造
に
つ
い
て
受
講
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
拍

子
合
ワ
ズ
の
と
こ
ろ
を
、
生
徒
の
中
か
ら
北
川
久
美
子
さ
ん
(
現

在
の
小
寺
佐
七
夫
人
)
に
謡
わ
せ
て
先
生
が
ア
シ
ラ
う
と
い
う
よ

う
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
北
川
さ
ん
の
観
世
寿
夫
さ
ん
そ
っ
く
り
の

凍
と
張
っ
た
謡
い
ぶ
り
に
び
っ
く
り
し
た
。
六
時
か
ら
七
時
ま
で

芸能部五十年の歩み

は
食
事
を
し
て
休
憩
、
昼
休
み
な
ら
ぬ
夕
休
み
で
あ
る
。
そ
し
て

七
時
か
ら
九
時
ま
で
の
二
時
間
は
、
太
鼓
の
稽
古
。
も
ち
ろ
ん
道

具
を
使
う
わ
け
で
は
な
い
。
拍
子
盤
も
な
い
。
両
手
で
自
分
の
膝

を
打
ち
な
が
ら
「
ツ
ク
ッ
ク
ッ
ク
ツ
、
ャ
、
ツ
夕
、
ッ
、
ハ
、
ッ
、
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ハ
、
ト
ッ
タ
ン
」
と
、
ま
ず
は
キ
ザ
ミ
を
覚
え
る
こ
と
に
始
ま
り
、

や
が
て
、
所
定
の
手
配
リ
を
覚
え
進
み
、
先
生
が
「
吉
野
天
人
」

を
謡
い
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
出
端
・
ノ
，
リ
地
・
中
ノ
舞
・
ノ
リ

地
の
太
鼓
を
繰
り
返
し
打
っ
た
り
し
た
。

の
ち
に
は
前
半
の
二
時
間
が
実
技
、
後
半
二
時
間
が
講
義
に
な

っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
講
義
と
い
っ
て
も
地
拍
子
な
ど
は
、
当

然
、
実
技
を
ま
じ
え
る
こ
と
に
な
っ
た
し
、
『
豊
高
日
記
』
の
よ

う
に
技
法
、
演
出
を
論
じ
て
い
る
伝
書
を
読
む
場
合
は
、
叙
述
の

内
容
を
実
際
に
謡
っ
た
り
打
っ
た
り
し
て
追
体
験
す
る
こ
と
が

「
読
む
」
こ
と
な
の
だ
っ
た
。
面
・
装
束
の
各
説
、
扮
装
類
型
と

曜
子
事
と
の
相
関
関
係
を
懇
切
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
の
な
ど

は
、
純
粋
な
講
義
の
部
類
だ
。
実
技
は
、
謡
・
謡
事
、
曜
子
・
曜

子
事
を
、
次
々
に
謡
っ
た
り
嚇
し
た
り
し
て
い
っ
た
。
謡
事
は
、

い
ろ
い
ろ
な
曲
か
ら
ク
セ
と
ロ
ン
ギ
と
中
ノ
リ
地
を
抜
き
出
し
て

解
明
す
る
こ
と
、
曜
子
事
は
神
楽
の
構
造
を
理
解
す
る
こ
と
が
手

始
め
だ
っ
た
。
授
業
中
の
テ
キ
ス
ト
に
は
『
喜
多
流
曜
子
仕
舞
手

附
』
全
五
巻
を
使
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
大
鼓
は
、
も
ち
ろ
ん
、

右
手
で
左
掌
を
、
小
鼓
は
右
手
で
左
手
の
甲
を
打
つ
の
で
あ
る
。

あ
る
夏
の
目
、
み
ん
な
一
斉
に
大
鼓
の
稽
古
を
し
て
い
る
と
き
、

私
の
打
つ
ツ
ヅ
ケ
の
聞
に
薮
蚊
が
飛
び
込
ん
で
死
ん
だ
こ
と
が
あ

っ
て
、
多
く
の
生
徒
は
そ
れ
を
目
撃
し
て
笑
っ
た
が
、
先
生
は
お
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気
づ
き
に
な
ら
ず
怪
詩
な
お
顔
を
さ
れ
た
。
そ
う
い
う
建
物
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

夏
休
み
、
冬
休
み
、
春
休
み
の
期
間
は
、
毎
週
の
授
業
も
休
み

に
な
っ
た
が
、
そ
の
か
わ
り
に
合
宿
な
い
し
集
中
講
義
が
あ
っ
て
、

朝
か
ら
晩
ま
で
、
み
っ
ち
り
授
業
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
最
初
の

年
の
夏
は
、
八
月
下
旬
に
河
口
湖
畔
で

(
ど
う
い
う
施
設
だ
っ
た

か
忘
れ
た
が
)
、
三
泊
四
日
の
合
宿
を
し
た
。
構
エ
と
運
ピ
や
所

作
の
稽
古
は
、
宿
舎
の
廊
下
を
使
っ
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
に
、

靖
国
神
社
社
務
所
、
農
林
年
金
会
館
、
藤
舞
台
等
々
で
集
中
講
義

が
あ
っ
た
。
河
口
湖
の
合
宿
に
は
先
生
の
ご
一
家
も
参
戸
加
な
さ
っ

た
。
夕
飯
後
に
連
想
ゲ
l
ム
を
し
て
く
つ
ろ
い
だ
と
き
、
ま
だ
九

歳
の
闘
ち
ゃ
ん
が
歌
舞
伎
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
博
識
ぶ

り
に
、
み
ん
な
び
っ
く
り
し
た
こ
と
が
あ
る
。

* 

『
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
二
十
年
の
あ
ゆ
み
』
(
一
九
七
三

年
三
月
発
行
)
に
は
、
「
音
楽
舞
踊
研
究
室
が
中
心
と
な
っ
て
、

所
外
の
若
手
の
芸
能
研
究
者
に
も
呼
び
掛
け
、
所
内
六
名
、
所
外

十
四
名
で
昭
和
四
十
二
年
に
「
能
楽
技
法
研
究
会
』
を
結
成
し
た
」

と
あ
る
。
名
前
は
書
い
て
な
い
か
ら
、
私
が
思
い
出
す
こ
と
に
す

る
。
「
所
内
六
名
」
と
は
横
道
先
生
も
含
め
て
だ
ろ
う
が
、
そ
れ

に
し
て
も
お
か
し
い
。
五
名
の
は
ず
で
あ
る
。
先
生
の
ほ
か
に
佐

藤
道
子
・
前
嶋
(
中
村
)
茂
子
・
宮
本
瑞
夫
・
阿
部
(
大
谷
)
順

子
の
四
氏
で
あ
っ
た
。
た
ぶ
ん
、
こ
の
冊
子
が
作
ら
れ
た
と
き
調

査
員
で
在
籍
し
て
い
た
松
本
薬
さ
ん
を
も
カ
ウ
ン
ト
し
て
し
ま
っ

た
も
の
だ
ろ
う
。
所
外
か
ら
応
募
し
馳
せ
参
じ
た
生
徒
は
、
五
十

山
風
は
る
み
・
上
原
陽
子
・
蒲
生
郷
昭
・
北
川
(
小
寺
)
久
美
子
・

吉
川
周
平
・
金
田

(
蒲
生
)
美
津
子
・
小
柴
は
る
み
・
滝
沢
奈

津
江
・
竹
大
(
遠
藤
)
由
宇
子
・
田
中
千
鶴
子
・
西
野
春
雄
・
羽

田
利
・
稗
田
礼
子
・
松
本
濯
の
各
氏
一
四
名
で
あ
り
、
加
え
て
別

格
で
増
田
正
造
さ
ん
が
、
「
三
十
五
歳
未
満
」
と
い
う
条
件
に
抵

触
し
な
が
ら
、
先
生
と
生
徒
の
中
間
的
な
存
在
と
し
て
、
初
年
度

は
参
加
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
「
所
内
五
名
、
所
外
十
五
名
」
で

あ
り
、
こ
れ
で
数
字
が
合
、
っ
。
の
ち
に
荻
原
達
子
さ
ん
が
、
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
の
よ
う
に
通
っ
て
こ
ら
れ
た
一
時
期
が
あ
っ
た
。

」
の
う
ち
、
イ
ン
ド
音
楽
の
研
究
者
だ
っ
た
上
原
陽
子
さ
ん
は
、

発
足
後
ま
も
な
く
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
。
所
外
か
ら
の
会
員
は
、

私
よ
り
一
一
一
つ
年
上
の
蒲
生
郷
昭
さ
ん
が
最
年
長
、
ま
だ
学
部
学
生

だ
っ
た
北
川
久
美
子
さ
ん

(
東
京
芸
大
)
と
田
中
千
鶴
子
さ
ん



(
武
蔵
野
女
子
大
)
が
最
年
少
だ
っ
た
。

ま
た
、
宮
本
瑞
夫
・
大
谷
順
子
・
五
十
嵐
は
る
み
(
た
し
か
劇

団
四
季
の
制
作
部
門
に
お
勤
め
)

-
吉
川
周
平
・
滝
沢
奈
津
江

(
共
立
女
子
大
助
手
で
壬
生
狂
言
を
研
究
さ
れ
て
い
た
)
の
五
氏

は
、
中
退
の
か
た
ち
で
、
最
後
ま
で
は
い
な
か
っ
た
。
三
年
後
、

終
了
時
(
東
条
会
館
の
グ
リ
ル
で
打
ち
上
げ
を
し
た
)
の
会
員
は
、

佐
藤
道
子
・
蒲
生
郷
昭
・
羽
田
剥
・
中
村
茂
子
・
蒲
生
美
津
子
・

小
柴
は
る
み
・
遠
藤
由
宇
子
・
西
野
春
雄
・
松
本
薙
・
稗
田
札

子
・
小
寺
久
美
子
・
田
中
千
鶴
子
の
十
二
名
だ
っ
た
。
前
記
『
二

十
年
の
あ
ゆ
み
』
に
「
終
了
時
の
参
加
者
は
所
内
四
名
、
所
外
九

名
」
と
あ
り
、
先
生
を
数
え
て
、
こ
れ
は
正
し
い
。
そ
の
後
(
ず

っ
と
後
だ
が
)
、
月
曜
会
や
能
楽
鑑
賞
の
会
で
わ
れ
わ
れ
の
仲
間

だ
っ
た
遠
藤
由
宇
子
さ
ん
は
急
逝
し
、
田
中
千
鶴
子
さ
ん
は
共
立

芸能部五十年の歩み

女
子
大
大
学
院
に
進
み
、
月
曜
会
に
も
所
属
し
て
い
た
が
、
家
庭

に
入
ら
れ
た
。

* 

研
究
会
発
足
の
当
時
、
私
は
二
十
七
歳
で
、
開
成
高
等
学
校
の

国
語
科
教
諭
だ
っ
た
。
妻
の
勤
務
先
、
能
楽
書
林
の
丸
岡
大
二
氏
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か
ら
の
情
報
で
研
究
会
の
こ
と
を
知
っ
た
の
だ
っ
た
。
実
技
の
経

で験
習は
わ、

ぬ学
経生
を時
読代
むに
よ智

色事
和量

豊亨
EE習
壬士 つ

言去
かと
'"、
つふ

てと
いし
たた
だ縁

け
。
観
能
歴
は
十
年
足
ら
ず
。
も
ち
ろ
ん
横
道
先
生
の
こ
と
は
、

遠
く
か
ら
仰
ぎ
見
て
、
存
じ
上
げ
て
い
た
。
大
学
に
入
っ
た
こ
ろ

か
ら
、
染
井
能
楽
堂
で
の
曜
子
科
協
議
会
能
や
、
関
東
観
世
流
学

生
能
楽
連
盟
主
催
の
鑑
賞
能
、
そ
の
他
の
集
い
で
の
ご
講
演
、
テ

レ
ピ
「
日
本
の
芸
能
」
の
解
説
等
々
を
拝
聴
し
て
い
た
。
日
本
文

学
専
攻
の
学
生
で
あ
り
国
語
教
師
だ
っ
た
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
大
系

本
『
謡
曲
集
』
上
が
一
九
六
O
年
に
、
下
が
六
三
年
に
出
た
と
き
、

買
っ
て
持
つ
て
は
い
た
。
じ
か
し
、
好
き
で
能
・
狂
言
、
歌
舞
伎

を
見
歩
き
、
独
り
漫
然
と
勉
強
す
・
)
し
て
い
た
だ
け
だ
っ
た
の

で
、
間
近
で
横
道
先
生
か
ら
お
教
え
を
受
け
る
に
及
ん
で
、
自
分

が
今
ま
で
い
か
に
何
も
知
ら
ず
に
過
ご
し
て
い
た
の
か
を
、

し、

や

と
い
う
ほ
ど
(
と
い
う
言
葉
は
こ
う
い
う
と
き
に
使
、
つ
ん
で
し
ょ

う
ね
)
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

横
道
先
生
の
人
並
み
は
ず
れ
て
該
博
な
知
識
、
見
識
、
豊
か
な

ご
経
験
、
広
く
だ
・
深
い
蓄
積
は
、
今
ミ
ら
言
、
つ
ま
で
も
な
い
。
驚

く
べ
き
分
析
と
整
理
と
命
名
の
魔
力
に
つ
い
て
も
、
そ
う
だ
。
そ

れ
に
し
て
も
、
授
業
中
の
先
生
の
迫
力
と
熱
意
は
お
そ
る
べ
き
も
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の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
直
接
お
教
え
を
受
け
た
者
し
か
わ
か
ら

な
い
。
若
か
っ
た
の
に
、
わ
れ
わ
れ
不
肖
の
弟
子
の
不
甲
斐
な
き

を
、
申
し
訳
な
く
思
う
。
誰
も
知
る
と
お
り
、
先
生
は
あ
れ
だ
け

ノ
ー
ト
を
と
り
、
客
観
的
か
つ
冷
静
に
分
析
さ
れ
な
が
ら
、
し
か

も
充
分
に
舞
台
を
楽
し
み
、
ま
た
批
評
的
に
見
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
あ
る
。
あ
る
時
ふ
と
「
要
す
る
に
、
能
は
ど
う
し
て
美
し
い

の
か
つ
て
こ
と
だ
よ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

* 

さ
て
、
三
年
を
経
て
研
究
会
は
終
了
し
た
が
、
そ
の
年
す
な
わ

ち
一
九
七
O
年
の
夏
、
今
度
は
ノ
l
ト
を
整
理
し
一
本
に
ま
と
め

ょ
う
と
、
わ
れ
わ
れ
か
ら
先
生
に
お
願
い
し
て
研
究
会
を
再
開
さ

せ
た
。
そ
の
聞
の
経
緯
も
小
林
責
氏
の
解
題
の
と
お
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
に
ま
と
め
よ
う
な
ど
、
よ
く
も
「
も
の
を
心
安
そ
う

に
」
思
っ
た
も
の
で
あ
る
。
『
能
の
曜
子
事
』
の
冒
頭
に
も
書
い

，
.

A

V

戸、、

え
カ

一
時
は
、
「
謡
」
「
嚇
子
」
「
所
作
」
「
謡
事
」
「
曜
子
事
」

「
間
狂
言
」
「
舞
台
」
「
能
道
具
」
「
作
能
法
」
「
演
出
法
」
「
小
書
」

「
式
三
番
」
「
能
の
歴
史
と
現
状
」
「
舞
台
上
の
き
ま
り
ご
と
」
と

い
う
よ
う
な
章
立
て
を
考
え
た
。
そ
し
て
、
班
を
編
成
し
て
各
章

を
分
担
執
筆
す
る
と
い
う
計
画
で
、
各
班
ご
と
に
調
べ
た
結
果
を

青
焼
き
で
、
発
表
し
て
は
直
し
、
発
表
し
て
は
直
し
を
繰
り
返
す

日
々
が
続
い
た
。

結
局
、
曜
子
事
に
し
ぼ
っ
て
一
冊
に
す
る
こ
と
に
構
想
を
練
り

直
し
、
そ
う
な
っ
て
か
ら
も
年
月
を
重
ね
、
『
能
の
曜
子
事
』
が

出
た
の
が
一
九
九
O
年
五
月
で
あ
る
。
「
限
り
な
く
遠
く
も
来
に

け
る
か
な
」
で
あ
っ
た
。
執
筆
者
の
う
ち
、
横
道
先
生
は
東
京
国

立
文
化
財
研
究
所
名
誉
研
究
員
、
蒲
生
郷
昭
・
松
本
案
氏
と
私
は

研
究
所
員
で
あ
り
、
当
初
は
佐
藤
道
子
氏
も
進
行
役
で
会
を
リ
ー

ド
し
て
下
さ
っ
て
い
た
。
研
究
、
執
筆
、
編
集
の
作
業
を
夕
刻
か

ら
行
う
芸
能
部
に
、
蒲
生
美
津
子
・
西
野
春
雄
氏
も
参
集
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
『
能
の
嚇
子
事
』
は
東
洋
音
楽
学
会
の
編

書
で
あ
り
音
楽
之
友
社
の
発
行
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
如
上
の
経
緯

か
ら
し
て
、
芸
能
部
の
果
た
し
た
仕
事
に
数
え
ら
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
る
。

能
楽
技
法
研
究
会
は
、
今
は
も
う
解
散
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
の
人
生
に
決
定
的
な
指
針
を
与
え
て
く
れ
た

も
の
と
し
て
、
横
道
先
生
へ
の
敬
愛
の
念
と
と
も
に
、

い
つ
ま
で

も
心
の
中
に
生
き
続
け
て
い
る
。


